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●国民年金保険料

「
た
し
か
め
て
、
火
を
消
し
て

か
ら
　
次
の
こ
と
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
春
の
火
災
予
防
運

動
が
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
七
日
ま

で
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
市
消
防
署
、
市
消
防

団
な
ど
が
、
地
域
や
事
業
所
な
ど

と
協
力
し
、
次
の
重
点
目
標
を
掲

げ
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

【
重
点
目
標
】

�
火
災
か
ら
命
を
守
る
備
え
を

し
よ
う

�
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

を
す
す
め
よ
う

�
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
訓
練
に

参
加
し
よ
う

�
事
業
所
で
は
訓
練
を
通
じ
て

防
火
管
理
を
充
実
し
よ
う

空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
の
吹

く
こ
の
季
節
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
、
市
内
で
は
四

十
九
件
の
火
災
が
発
生
し
、
損
害

額
は
一
億
六
千
四
百
万
円
を
超
え
、

平
成
十
二
年
と
比
較
す
る
と
、
悲

し
い
こ
と
に
、
件
数
で
四
件
、
損

害
額
で
五
千
九
百
万
円
も
増
え
て

し
ま
い
ま
し
た
（
右
下
表
参
照)

。

3つの習慣 
 □寝たばこは、してい 
　ない 
 □ストーブの周りに、 
　燃えやすいものを置 
　いていない 
 □ガスコンロなどのそ 
　ばを離れるときは、 
　必ず火を消している 

４つの対策 
 □逃げ遅れを防ぐため 
　に、住宅用火災警報器を設置して 
　いる 
 □寝具や衣類からの火災を防ぐため 
　に、防炎製品を使用している 
 □火災を小さいうちに消すために、 
　住宅用消火器を設置している 
 □お年寄りや身体の不自由な人を守 
　るために、隣近所の協力体制がで 
　きている 

本
市
に
お
け
る
平
成
十
三
年
の

火
災
原
因
の
上
位
三
位
は
、
�
放

火
・
放
火
の
疑
い(

十
八
件)

�
た
ば

こ(

八
件
）
�
コ
ン
ロ
使
用
中
の
不

注
意(

六
件
）
と
な
っ
て
お
り
、
市

全
体
の
火
災
件
数
の
六
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

火
災
原
因
の
�
〜
�
は
、
全
国
的

に
も
多
く
、
中
で
も
、「
放
火
・
放

火
の
疑
い
」
の
件
数
は
、
全
体
の

火
災
件
数
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
を
占
め
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境

づ
く
り
の
大
切
さ
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

は
、「
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
放
置
し
な
い
で
、
整
理
、
整

と
ん
を
」「
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
」

「
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
消

す
」
な
ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま

た
、
万
一
火
災
が
発
生
し
た

と
き
で
も
、
初
期
消
火
が
行
え
る

よ
う
に
、
消
火
器
な
ど
の
使
い
方

を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
と
も
に
、
安

全
に
使
え
る
よ
う
定
期
的
に
点
検

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
消
防
本

部
で
は
、
古
い
消
火
器
の
処
分
な

ど
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
き
ょ
う
一
日
朝
七
時
に
、

こ
の
運
動
を
知
ら
せ
る
た
め
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火

災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
を
。

□問
消
防
本
部
予
防
消
防
課

�
7
１
５
８
―

０
１
１
９

第
１
回
定
例
会
で

36
議
案
を
審
議
中

平
成
十
四
年
市
議
会
第
一
回

定
例
会
が
、
二
月
二
十
八
日
に

開
会
し
ま
し
た
。
会
期
は
今
月

二
十
二
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
。

当
初
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

三
十
六
件
。
そ
の
内
訳
は
、
一

般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
予
算

関
係
十
四
件
の
ほ
か
、
流
山
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
な
ど
二
十
二
件
で
す
。

お年寄りのお宅を訪問し、防火PRをする消防職員

過去５年間の四季別火災発生状況

火
災
原
因
は
放
火
・
た
ば
こ
・
コ
ン
ロ
に
集
中

も

う

一

度

基
本
に
か
え
っ
て

！！

春の
火災予防運動

３月１日～７日
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火
災
に
よ
る
被
害
が

平
成
12
年
を
上
回
る

区　分

平成９年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

春（３月～５月）

損 害 額

（千円）

件
　
数

128,82116

48,63819

22,9504

62,45313

14,17815

夏（６月～８月）

損 害 額

（千円）

件
　
数

5,37213

5636

46,6188

10,5649

101,33310

秋（９月～11月）

損 害 額

（千円）

件
　
数

16,1598

5019

8,8658

27,2818

41,42110

冬（12月～２月）

損 害 額

（千円）

件
　
数

20,06419

102,27319

7,36312

4,82315

7,15114

合　　　計

損 害 額

（千円）

件
　
数

170,41656

151,97553

85,79632

105,12145

164,08349
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日
ご
ろ
か
ら

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
を

天ぷら油から出火した台所火災

第31回観光写真コンクール作品募集

市
観
光
協
会
で
は
、「
第
三
十
一

回
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
な
ど
本
格
的

な
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
や
レ
ン
ズ
付
フ
ィ
ル
ム
で

撮
影
し
た
も
の
で
も
Ｏ
Ｋ
。
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
＝
�
流
山
市
の
四
季

折
々
の
美
し
い
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
、

ま
つ
り
等
を
被
写
体
と
し
た
も
の

で
、
観
光
宣
伝
に
効
果
の
あ
る
も

の
�
「
姉
妹
都
市
（
福
島
県
相
馬

市
・
長
野
県
信
濃
町
）
を
訪
ね
て
」

（
姉
妹
都
市
に
関
す
る
写
真
で
被
写

体
は
自
由
）
※
い
ず
れ
も
平
成
13

年
７
月
以
降
に
撮
影
し
た
自
作
品

で
未
発
表
の
も
の
▽
応
募
規
格
＝

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４
ツ
切
り
判

（
ペ
ー
パ
ー
サ
イ
ズ
２
５
４
mm
×

３
０
５
mm
）
※
４
ツ
切
り
ワ
イ
ド

判
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
不
可
▽
応

募
締
切
＝
平
成
14
年
６
月
28
日

（
必
着
）
▽
応
募
方
法
＝
所
定
の
応

募
票
（
商
工
課
で
配
布
）
ま
た
は

自
作
の
応
募
票
に
題
名
、
撮
影
場

所
・
日
時
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
応
募
作
品

の
裏
面
に
張
り
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
商
工
課
内
・
観

光
協
会
事
務
局
へ
※
１
人
３
点
ま

で
応
募
可

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
５

博物館の企画展博物館の企画展 
「ちょっと昔の暮昔の暮らし」 
1717日まで開催で開催！ 

博物館の企画展 
「ちょっと昔の暮らし」 
17日まで開催！ 

市立博物館では、市の歴史を知ってもらおうと、明
治時代からの民具など560点余りを展示した企画展「ち
ょっと昔の暮らし」を今月17日まで開いています。
「むかしを調べる｣のコーナーでは、照明器具や時計
などの変遷について、｢暮らしの移り変わり｣のコーナ
ーでは、年代別の民具やパネルなどを展示しています。
古い写真やメンコ、キャラクターのカードなど、懐
かしいおもちゃも多数展示しているほか、昔ながらの
遊びも体験できます。ぜひ、この機会に足を運んでみ
ませんか。
▽期間＝３月17日�まで※月曜休館▽開館時間＝９
時30分～17時▽入館料=無料
□問市立博物館�7159―３４３４

第31回観光写真コンクール作品募集
お待ちしています
あなたのスーパーショット

も

う

一

度

基
本
に
か
え
っ
て

！！

火
の
用
心

火
の
用
心



病　　　　名 病　　　　名 病　　　　名
亜急性硬化性全脳炎
悪性関節リウマチ
悪性新生物（20歳未満）
アミロイドーシス
ウィリス動脈輪閉塞症
ウエゲナー肉芽腫症
潰瘍性大腸炎
強皮症、皮膚筋炎、多発性筋炎
筋萎縮性側索硬化症
クロイツフェルト・ヤコブ病
クローン病
結節性動脈周囲炎
原発性胆汁性肝硬変
原発性肺高血圧症
原発性免疫不全症候群
広範脊柱管狭窄症
後縦靱帯骨化症

混合性結合組織病
脊髄小脳変性症

再生不良性貧血
サルコイドージス
シャイ・ドレーガー症候群
重症急性膵炎
重症筋無力症
神経線維腫症
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平成14年３月１日（金曜日） （２）第１０１３号

三
・
四
月
は
、
転
入
・
転
出
手
続
き
や

税
金
の
申
告
な
ど
が
重
な
り
、
多
く
の
人

が
市
役
所
や
各
出
張
所
を
訪
れ
る
こ
と
か

ら
、
窓
口
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

市
で
は
、
窓
口
が
混
雑
す
る
閉
庁
日
前

後
の
月
曜
日
と
金
曜
日
を
避
け
、
待
ち
時

間
が
比
較
的
短
く
て
済
む
火
曜
日
か
ら
木

曜
日
ま
で
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

□問
市
民
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
５

高
校
へ
進
学
す
る
が
学
費
の
支
払
い
が

困
難
と
い
う
生
徒
の
た
め
に
、「
育
英
資
金

給
付
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
�
〜
�
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。
�
市
内
に
一

年
以
上
住
ん
で
い
る
�
高
校
入
学
者
ま
た

は
在
学
者
で
あ
る
�
学
力
優
秀
で
卒
業
の

見
込
み
が
あ
る
�
学
費
の
支
払
い
が
困
難

で
あ
る
�
他
の
育
英
資
金
を
受
け
て
い
な

い
�
在
校
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
�
身
元
保
証
人
が
二
人
い
る

―
で
す
。

給
付
金
額
は
、
公
立
高
校
生
が
月
額
八

千
五
百
円
、
私
立
高
校
生
が
月
額
一
万
円

で
す
。
受
け
付
け
は
、
き
ょ
う
一
日
か
ら

三
月
二
十
九
日
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ

□問
教
育
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
３

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の

申
告
期
間
は
、
今
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

申
告
が
必
要
な
方
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な

所
得
税
の
確
定
申
告
と

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

3
月
15
日
ま
で

臨
時
駐
車
場
を
開
設

い
方
は
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
者
が
多

い
場
合
、
受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

□問
市
民
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
３

確
定
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
庁
舎
前

駐
車
場
は
特
に
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
来

庁
の
際
に
は
、
市
内
循
環
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
、
臨
時
駐
車
場
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
な
ど
で
駐
車
時

間
が
長
く
な
る
方
は
、
臨
時
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
臨
時
駐
車
場
利
用
期
間
／
利
用
時

間
＝
３
月
15
日
ま
で
／
８
時
30
分
〜
17
時

20
分□問

管
財
課
�
７
1
５
０
―

６
０
６
９

住
所
の
変
更
手
続
き
や
申
告
な
ど
で

市
役
所
窓
口
が
混
雑

※利用時間以外は施錠しますのでご注意を

市外へ引っ越す方
諸手続きを忘れずに
３月、４月は引っ越しシーズンです。
本市でも、この２カ月間で転出・転入
をする方が合わせて3000人を超えます。
市外へ引っ越しされる方は、市民課や
各出張所で転出の手続きを行い、新しい
住所地に住み始めてから14日以内に、転
出証明書を持って新住所地で転入手続き
を行ってください。
このほか、転出するまでの間に行う手
続きには、次のことがあげられます。
【印かん登録をしている方】
転出（予定）日をもって登録がなくな
るため、印かん登録カードは返却してく
ださい。
新住所地で改めて印かん登録手続きを
行ってください。
□問市民課�7150―６０７５
【国民健康保険に加入している方】
保険証は返却してください。ご家族の
一部が転出する場合も保険証の訂正が必
要です。
□問国保年金課�7150―６０７７（国保）
【国民年金に加入している方】
新住所地で住所変更の手続きをしてく
ださい。
4月からは、国民年金の取り扱い窓口が
一部変更になります。自営業者や学生な
ど（第１号被保険者）は、新住所地で住
所変更の手続きをしてください。なお、
第３号被保険者の方は、配偶者の事業所
を通じて手続きをしてください。
□問国保年金課�7150―６１１０（年金）

【児童手当を受けている方】
新住所地で「所得証明書」が必要にな
ります。税制課で児童手当用の「所得証
明書」をお取りください。新住所地で15
日以内に受給手続きを行ってください。
□問児童家庭課�7150―６０８２
【市立の小・中学校に通っている子ど
もがいる方】
学校教育課または各出張所で交付して
いる「除籍通知書」を在学中の学校に提
出し、「在学証明書」と「教科書給与証明
書」を受け取ってください。これらを持
参し、新住所地の教育委員会で入学手続
きを行ってください。
□問学校教育課�7150―６１０４
【老人保健法医療受給者証をお持ちの
方】
受給者証を返却してください。詳しく
は高齢者支援課へ。
□問高齢者支援課�7150―６０８０
【介護保険被保険者証の交付を受けて
いる方】
介護保険被保険者証を返却してくださ
い。新住所地で介護保険被保険者証の交
付を受けるため、改めて加入手続きを行
ってください。詳しくは介護支援課へ。
□問介護支援課�7150―６０７８
【バイク・軽自動車をお持ちの方】
125cc以下のバイクは、市民税課で廃車
の手続きが必要になります。125ccを超え
るバイクや軽自動車は、陸運支局・軽自
動車検査協会で変更手続きが必要になり
ます。※詳細は５面参照
□問市民税課�7150―６０７３
【粗大ごみ（指定品等）を出す方】
有料処分になりますが、引き取りも行
っています。詳しくは清掃事務所へ。ご
みは、ルールを守って搬出してください。
□問清掃事務所�7154―５５０１

学費の支払いが困難な生徒に

育英資金を給付

～きょう１日から受け付け～

「
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
」

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
」

4
月
か
ら
申
請
窓
口
が
変
更
に

現
在
、
柏
保
健
所
に
申
請
を
し
て
い

る
「
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負

担
」、「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
」
の
手
続
き
は
、
四
月
一
日
か
ら
、

市
役
所
障
害
者
支
援
課
に
窓
口
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

【
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負

担
】通

院
に
よ
り
、
精
神
疾
患
の
治
療
を

受
け
て
い
る
方
の
医
療
費
の
自
己
負
担

が
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
手
続
き
】

精
神
障
害
の
た
め
に
長
期
に
わ
た
り
、

日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
へ
の
制
約

が
あ
る
方
を
対
象
に
、「
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
税
制
上
の
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
手
続
き
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を
。

□問
柏
保
健
所
�
７
１
６
７
―

１
２
５
５

母
子
・
父
子
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に

祝
金
を
支
給

入

学

就

職

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
支
給

す
る
「
入
学
お
よ
び
就
職
祝
金
」
の
申
請
を
、
き
ょ

う
一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

祝
金
は
、
こ
と
し
四
月
か
ら
小
学
校
や
中
学
校
、

高
等
学
校
（
専
門
学
校
を
含
む
）
に
入
学
す
る
児
童
、

生
徒
、
ま
た
は
三
月
に
中
学
校
を
卒
業
し
て
四
月
か

ら
就
職
す
る
生
徒
の
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
対
象
お
よ
び
支
給
額
】

�
こ
と
し
四
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
・
生
徒
…
一
人
に
つ
き
七
千
円

�
こ
と
し
四
月
に
高
等
学
校
（
専
門
学
校
を
含
む
）

へ
入
学
す
る
生
徒
お
よ
び
三
月
に
中
学
校
を
卒
業
後
、

就
職
す
る
生
徒
…
一
人
に
つ
き
八
千
円

※
た
だ
し
、
三
月
一
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
ま

た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市

内
に
住
む
世
帯
が
対
象

【
申
し
込
み
】

養
育
者
の
預
金
通
帳
お
よ
び
印
か
ん
、
合
格
（
内

定
）
通
知
や
就
職
予
定
先
の
証
明
書
を
持
っ
て
、
三

月
十
一
日
ま
で
に
児
童
家
庭
課
へ
※
期
限
後
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん

□問
児
童
家
庭
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
２

市
特
定
疾
病
に
該
当
す
る

療
養
者
、
ま
た
は
、
そ
の
保

護
者
に
市
か
ら
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。

見
舞
金
は
療
養
者
一
人
に

つ
き
、
入
院
（
同
月
で
十
五

日
以
上
）
で
月
額
八
千
円
、

通
院
で
月
額
五
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
見

舞
金
の
支
給
対
象
に
な
る
特

定
疾
病
（
下
表
参
照
）
は
五

十
種
類
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
９

市特定疾病療養者見舞金

支給申請は社会福祉課へ

対象疾病は50種類

対象疾病一覧表

※�、�以外は年齢制限なし（五十音順）

ス　モ　ン
全身性エリテマトーデス
多発性硬化症
大動脈炎症候群
天　疱　瘡
特発性拡張型(うっ血型)心筋症
特発性間質性肺炎
特発性血小板減少性紫斑病
特発性大腿骨頭壊死症

特発性慢性肺血栓塞栓症(肺高血圧型)
難治性の肝炎
ネフローゼ症候群
膿疱性乾癬
バッド・キアリ症候群
パーキンソン病（本態性）
橋　本　病
ハンチントン舞踏病
ビュルガー病
表皮水疱症
ファブリー病
副腎白質ジストロフィー
ベーチェット病
慢性腎疾患（20歳未満）
網膜色素変性症
ライソゾーム病

�

�

�

�

�

�
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ケアセンター 

臨時駐車場（屋上） 

県道柏・流山線 

流
山
街
道 

市役所 
流
山
駅 

旧法務局 

庁舎前駐車場 

至野田 

至松戸 

至柏 

市外へ引っ越す方
諸手続きを忘れずに



（３） 平成14年３月１日（金曜日） 第１０１３号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

同学園 

年 金 相 談  

�7154-4822

�7150-6081

�7150-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～16：00

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

毎週土・日曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 10：00～15：00毎週火曜 

21日を除く※要電話予約 

市 民 相 談 室  

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 

保健センター  

妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で 
※8日からの参加者は1日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  
14日　10：15～10：30

南流山センター 19日　10：15～10：30
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

19日・20日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成13年11月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

12日・13日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

5日・6日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

27日　13：00～14：00 保健センター  

平成12年８月生まれの幼児対象 

平成10年12月生まれの幼児対象 

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

27日　13：00～14：00

22日　９：30～10：30

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
4日・11日・26日 
※時間は申し込み者
に個人通知 
25日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2カ月児対象（26日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。18日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

4日・11日・18日・25日 

6日・13日・20日・27日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  28日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  28日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  1日・8日・15日・22日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

南流山福祉会館 

14日　９：30～10：30 保健センター  

29日　９：30～10：30 向小金福祉会館 

つ ば さ 学 園  

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

江戸川台福祉会館 28日　10：00～15：00

15日　  9：45～10：00 保健センター  

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

10：00～15：00毎月第3月曜 
※要電話予約 

 

月曜コース 

今月は開催しません 

今月は開催しません 

〃 10：00～15：00毎月第3水曜 
※要電話予約 

保健センター  
1日・8日・15日・22日 
　　　12：30～12：50

保健センター  14日　  9：30～11：30
向小金福祉会館 20日　10：00～15：00

※8日は9：45～10：00

文 化 会 館  27日　10：00～15：00

〃 

今月は開催しません 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内

科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は

11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当

番制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�7158－０１１９で確認を

□問休日診療所�7155－３４５６

休日の救急医療

市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
を
介

護
す
る
家
族
を
支
援
し
、
高
齢
者

の
在
宅
生
活
の
継
続
、
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
現
在
、
要
介
護

度
が
重
度
の
高
齢
者
と
同
居
す
る

家
族
に
対
し
、
介
護
用
品
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
別
居
で
も
現
に

介
護
し
て
い
る
家
族
を
支
給
対
象

に
追
加
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

は
、
三
月
中
に
申
し
込
み
を
。

な
お
、
現
在
、
経
過
措
置
と
し

て
介
護
用
品
を
受
給
し
て
い
る
方

も
、
新
し
い
制
度
の
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
同
様
に

申
し
込
み
を
。

▽
対
象
＝
在
宅
で
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
が
要
介
護
４
ま
た
は

５
で
、
市
民
税
が
非
課
税
の
高
齢

者
を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の

方
（
対
象
高
齢
者
が
申
請
前
の
１

年
間
に
、
連
続
で
90
日
以
上
を
超

え
る
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
支
給
で
き

ま
せ
ん
）
▽
金
額
＝
１
年
度
に
つ

き
満
額
７
万
５
０
０
０
円
（
最
初

の
年
度
は
、
申
請
日
に
よ
り
支
給

額
の
調
整
あ
り
）
▽
支
給
方
法
＝

年
１
回
利
用
券
を
支
給
。
利
用
券

は
市
に
登
録
し
た
薬
局
等
で
介
護

用
品
と
引
き
換
え
▽
介
護
用
品
の

種
類
＝
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ

ト
、
使
い
捨
て
手
袋
、
ド
ラ
イ
シ

ャ
ン
プ
ー
な
ど
▽
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
、

３
月
29
日
ま
で
に
高
齢
者
支
援
課

へ
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
０

平
成
十
二
年
四
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
。

こ
の
制
度
と
同
時
に
つ
く
ら

れ
た
「
介
護
保
険
制
度
モ
ニ

タ
ー
」
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
意
見
や
要
望
を
聞

き
、
保
険
者
で
あ
る
市
に
直

接
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
本
市
独
自
の

制
度
で
す
。

市
で
は
、
四
月
か
ら
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
介
護
保
険

制
度
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

▽
主
な
活
動
内
容
＝
①
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
収
集
と

提
供
②
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
出

席
（
年
３
回
程
度
）
▽
応
募

資
格
＝
市
内
在
住
の
40
歳
以

上
の
方
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
本
人
、
介
護

し
て
い
る
家
族
、
ま
た
は
過

去
に
介
護
の
経
験
の
あ
る
方

▽
定
員
＝
20
人
（
選
考
）
▽

任
期
＝
委
嘱
日
か
ら
平
成
16

年
３
月
31
日
ま
で
▽
応
募
方

法
＝
原
稿
用
紙
２
枚
（
８
０

０
字
）
程
度
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
利
用
し
て
い

い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の

続
柄
と
応
募
の
動
機
を
記
入

の
う
え
、
封
書
で
３
月
15
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
介
護

支
援
課
へ

□問
介
護
支
援
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
９

在宅の高齢者を介護する家族を支援
介護用品の支給対象が拡大に

介護サービスの質の向上と
制度の充実を図るために

柏
保
健
所
で
は
、
毎
月
第
三
水

曜
日
に
、
個
人
を
対
象
に
健
康
に

つ
い
て
の
相
談
や
診
断
書
の
作
成

を
行
う
な
ど
の
一
般
健
康
相
談
を
、

ま
た
、
毎
月
第
一
・
二
水
曜
日
に
、

事
業
所
な
ど
を
対
象
に
事
業
所
検

診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
一
般
健
康
相
談

は
毎
月
第
一
水
曜
日
に
、
ま
た
、

事
業
所
検
診
は
毎
月
第
二
・
三
水

曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
予

約
制
で
、
一
般
健
康
相
談
は
該
当

月
の
前
月
中
に
電
話
で
申
し
込
み

を
。
ま
た
、
事
業
所
検
診
に
つ
い

て
は
、
随
時
電
話
で
申
し
込
み
を
。

※
定
員
（
八
十
人
）
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

柏
保
健
所
�
７
１
６
７
―

１
２

５
５

介
護
保
険
制
度
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

任
期
は
平
成
16
年
3
月
ま
で

一般健康相談…
事業所検診…

毎月第１水曜日
毎月第２・３水曜日

4月から実施日が変更に

２月に行われたモニター連絡会



公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区

域
が
新
た
に
広
が
り
ま
す
。

対
象
区
域
に
住
む
方
は
、
今
ま

で
側
溝
な
ど
に
流
し
て
い
た
家
庭

か
ら
の
雑
排
水
を
一
年
以
内
に
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

も
公
共
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
く
み
取
り
式
ト

イ
レ
は
三
年
以
内
）。
切
り
替
え
工

事
に
つ
い
て
は
「
水
洗
便
所
改
造

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補

本
市
の
環
境
の
保
全
と
創
造
の
取
り

組
み
の
基
本
と
な
る
「
流
山
市
環
境
基

本
条
例
」
を
、
昨
年
七
月

に
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、「
流
山
市
環
境

基
本
計
画
」
を
平
成
十
五

年
度
ま
で
に
策
定
す
る
予

定
で
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
市
民
委
員
会
」
を
設
置
し
、

公
募
に
よ
る
市
民
の
代
表

十
人
と
学
識
経
験
者
等
で

計
画
の
素
案
を
策
定
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
市
民
委
員
と
し
て
、

素
案
策
定
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
環
境
問
題
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
高
校
生
以
上
の
方
で
、
年
６
回

程
度
開
か
れ
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方
※
会
議
は
原

則
と
し
て
土
・
日
曜
に
開

催
▽
募
集
人
員
＝
10
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

年
齢
、
性
別
、
地
域
な
ど

を
考
慮
し
て
選
考
）
▽
任

期
＝
原
則
と
し
て
素
案
が

ま
と
ま
る
ま
で
の
期
間
▽

応
募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢

（
生
年
月
日
）、
職
業
、
電

話
番
号
、
環
境
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
活
動
歴
、
志

望
動
機
を
明
記
し
、
３
月

15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
環
境
保
全
課

へ
□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８

３

金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
の
預
金
の
払
い
戻
し

保
証
額
を
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
す
る
措
置
が
ペ
イ
オ

フ
で
す
。

現
在
は
、
こ
の
措
置
は
凍
結
さ
れ
、
預
金
の
払
い
戻

し
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
月
か
ら
は
、
こ
の
凍

結
が
解
除
さ
れ
、
本
来
の
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
万
一
、
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
で
も
、
預

金
者
一
人
当
た
り
、
定
期
預
金
等
の
元
本
一
千
万
円
ま

で
と
、
そ
の
利
息
は
、
四
月
以
降
も
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
合
算
し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
は
、

あ
く
ま
で
最
低
保
障
で
す
の
で
、
受
け
取
れ
る
の
は
一

千
万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
当
座
預
金
・
普
通
預
金
等
は
、
来
年
三
月
ま
で
全

額
保
護
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□問
関
東
財
務
局
千
葉
財
務
事
務
所
�
０
４
３
―

２
５
１

―

７
２
１
１

給
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
道
路
の
側
溝
に
は
雨
水

し
か
流
れ
な
く
な
り
、
周
辺
環
境

が
衛
生
的
で
快
適
に
な
る
ほ
か
、

川
や
海
な
ど
も
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。
将
来
に
向
け
て
、
豊
か
な
水

環
境
を
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、

速
や
か
な
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の
切
り

替
え
工
事
は
、
市
指
定
の
下
水
道

工
事
店
で
し
か
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
、
自
分
の
区
域

が
新
た
な
公
共
下
水
道
区
域
か
ど

う
か
確
認
で
き
る
よ
う
、
そ
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

【
供
用
開
始
地
区
】

①
３
月
31
日
供
用
開
始
…
こ
う

の
す
台
、
西
初
石
１
・
４
丁
目
、

大
字
三
輪
野
山
、
加
一
丁
目
、
大

字
鰭
ケ
崎
、
野
々
下
４
〜
６
丁
目
、

松
ケ
丘
５
丁
目
、
東
初
石
１
・

２
・
４
丁
目
、
美
田
の
各
一
部
約

26
ha②

４
月
１
日
供
用
開
始
…
大
字

東
深
井
、
こ
う
の
す
台
、
西
初
石

１
・
３
・
４
丁
目
、
加
一
丁
目
、

大
字
三
輪
野
山
、
平
和
台
２
丁
目
、

野
々
下
５
・
６
丁
目
、
松
ケ
丘
５

丁
目
の
各
一
部
約
10
ha

【
縦
覧
】

▽
縦
覧
期
間
＝
い
ず
れ
も
３
月

15
日
�
〜
28
日
�
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時
30

分
〜
17
時
▽
場
所
＝
下
水
道
業
務

課
□問
下
水
道
業
務
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
６

現在、下花輪地先に建設を進めている新しい一般廃棄物処理
施設の建設・稼働などによる周辺環境への影響を調査・予測・
評価するため、市では、平成９年12月から１年６カ月かけて、
自主的に環境アセスメントの現況調査を行いました。
この中で大気中のダイオキシン類濃度の測定を市内15地点で
行いました。しかし、大気中のダイオキシン類濃度は、測定日
の風向きや風速といった気象条件などで著しく変化することか
ら、より正確なデータを収集するため、このほど松（クロマツ）
の葉に含まれるダイオキシン類の濃度を測定しました。その結
果がまとまりましたので、概要をお知らせします。
なお、本市の環境変化を継続的に把握するため、来年度以降
も、松葉中のダイオキシン類の濃度測定を行っていく予定です。

【なぜ、松葉で調査したのか】
植物は、葉の表面にある気孔から、大気中のダイオキシン類
を取り入れ、組織内に長期間にわたって蓄積することが分かっ
ています。中でもクロマツは、葉の寿命が長く、ほぼ日本全土
に分布していることから、全国的にも環境指標として多くの調
査で測定に使われています。
【測定の方法】
市内15地点で、四季を経過した２年葉を、人が通常呼吸する
高さである地上1.5メートル程度から採取しました。分析は、
松葉のダイオキシン類濃度研究の権威であり、多くの調査で採
用されている摂南大学薬学部宮田研究室の方法に準拠しまし
た。
【調査結果】
15地点の測定結果は、左表のとおりでした。松葉中のダイオ
キシン類濃度には、環境基準値がないため、参考として環境庁
が平成９年度に実施した「総合パイロット調査」の結果を掲載
します。
なお、調査報告書は、市役所情報公開コーナーで見ることが
できます。

松葉に含まれるダイオキシン類濃度を測定

調査結果まとまる

公
共
下
水
道

使
用
で
き
る
区
域
が
拡
大

対
象
区
域
の
方
は
１
年
以
内
に
接
続
を

預
金
の
保
護
が
変
わ
り
ま
す

4
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ
解
禁

き
れ
い
な
川
を
未
来
へ

市環境基本計画の素案策定に参画

市民委員を募集
～3月15日までに応募を～

No.2

No.1

No.3

No.6No.4

No.5
No.11

No.8No.7

No.10

No.9

No.12

No.13

No.14
No.15

N

p （ピコグラム）
１ｇ（グラム）の１兆分の１（10－12）
TEQ（毒性等量）
ダイオキシン類の量をダイオキシン類の中で最も
強い毒性を持つものの量に換算した量として表記し
たことを示す記号
湿重（湿重量）
松葉を乾燥させずに自然のままの状態で量ったと
きの重量
乾重（乾燥重量）
凍結乾燥（フリーズドドライ）により、松葉に含
まれる水分を取り除いた後の重量

本市での調査結果の数値は、平成12年１月に
制定された「ダイオキシン類対策特別措置法」
で定義されているダイオキシン類であるポリ塩
化ジベンゾ-パラ-ジオキシン、ポリ塩化ジベン
ゾフラン、コプラナーPCBの３つの合計です。
これに対し、環境庁のパイロット調査結果の数
値は、コプラナーPCBを除いた２つの合計です。
このため、本市での調査の数値の方が、３つの
合計のため、本来、高い値を示します。

平成14年３月１日（金曜日） （４）第１０１３号

地 点 地 点 名  
1

2

3

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

西深井 

東深井 

江戸川台東１丁目 

南 

西初石３丁目 

東初石２丁目 

下花輪 

大畔 

三輪野山 

大畔 

東初石３丁目 

流山４丁目 

古間木 

南流山３丁目 

名都借 

湿 重 乾 重 
3.6 

3.2 

5.8 

5.3 

4.6 

6.4 

2.8 

2.6 

3.9 

7.8 

5.6 

13.0 

6.1 

6.2 

6.6 

2.6 

13.0 

5.6

6.4 

6.0 

11.0 

9.4 

10.0 

14.0 

5.7 

5.2 

7.0 

14.0 

11.0 

18.0 

11.0 

11.0 

12.0 

5.2 

18.0 

10.1 

最　小　値 

最　大　値 

平　均　値 

（単位：p -TEQ/ )　調査結果 

調査区域 採 取 場 所  湿 重 
川口・草加 綾瀬川中曽根橋周辺 
戸田 後谷公園 
川越・所沢 狭山市上赤坂 
熊谷 熊谷市東別府 
秩父 秩父市役所 

18.0 
15.0 
24.0 
8.7 
2.3 
13.6平　均　値 

　環境庁平成９年度総合パイロット調査結果（参考） 

ことばの説明

調査地点

問い合わせ　リサイクル推進課�7150―6084



季節の移り変わりを描き、ふるさと流山を再発見する「流山の風

景を楽しく描く基礎講座」が、昨年５月からことし２月にかけて開

かれました。

講座には30人が参加し、各公民館や一茶双樹記念館などを中心に、

その周辺の景色を油絵や水彩画で楽しく描いてきました。

この講座で描いた作品を、市立博物館に展示します。参加者が描

いたさまざまな流山の風景を、ぜひ、ご覧ください。

▽期間＝３月24日�

～４月７日�（月曜を

除く）▽時間=９時30

分～17時（初日は12時

から、最終日は16時ま

で）▽場所=市立博物

館▽入場料＝無料

□問文化会館�7158―

３４６２

悪質・卑劣なテロやゲリラ事件を未然に

防止するため、警察では、過激派などの秘

密部隊員の発見や秘密アジトの摘発に全力

で取り組んでいます。発見や摘発には、皆

さんからの情報提供などの協力が欠かせま

せん。

あなたの周りで「どこか変だな」と思う

場所や不審な人を見かけたら、警察まで連

絡を。

□問流山警察署�7159―０１１０

今
月
二
十
三
日
に
一
茶
双
樹
記

念
館
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

早
春
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
一
茶
双

樹
記
念
館
で
、
懐
か
し
い
歌
の

数
々
を
聴
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時
＝
３
月
23
日
�
14
時
〜

▽
場
所
＝
一
茶
双
樹
記
念
館
▽
テ

ー
マ
＝
そ
よ
風
は
夢
の
ゆ
り
か
ご

▽
曲
目
＝
さ
く
ら
さ
く
ら
、
春
の

小
川
、
お
ぼ
ろ
月
夜
ほ
か
▽
定

員
＝
40
人
（
先
着
順
）
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
出
演
＝
小
柴
美
和
さ

ん
、
里
舘
雅
江
さ
ん
、
原
田
百
合

絵
さ
ん
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
一

茶
双
樹
記
念
館
へ

□問
一
茶
双
樹
記
念
館
�
７
１
５

０
―

５
７
５
０

平
成
十
四
年
度
の
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
こ
の
縦
覧
は
、
固
定
資
産

税
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
、
こ

と
し
一
月
一
日
現
在
の
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
の
評
価
額
な

ど
を
課
税
前
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

昨
年
中
に
土
地
の
売
買
や
相

続
、
贈
与
な
ど
の
所
有
権
移
転

や
家
を
新
築
・
増
改
築
し
た
場

合
は
、
課
税
根
拠
を
知
る
う
え

で
重
要
で
す
。

【
地
価
下
落
に
伴
う
評
価
額

の
修
正
】

平
成
十
四
年
度
の
評
価
額
に

つ
い
て
は
、
地
価
の
下
落
が
見

ら
れ
る
土
地
（
宅
地
な
ど
）
に

つ
い
て
、
平
成
十
一
年
一
月
一

日
（
価
格
調
査
の
基
準
日
）
か

ら
平
成
十
三
年
七
月
一
日
ま
で

の
地
価
の
下
落
を
反
映
さ
せ
て

評
価
額
の
修
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
い
ま
だ
多
く
の
土
地

（
宅
地
な
ど
）
は
、
税
額
算
定
の

基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額
が
、

評
価
額
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、

税
額
は
負
担
調
整
率
に
よ
っ
て

な
だ
ら
か
に
上
昇
し
ま
す
。

こ
と
し
一
月
一
日
現
在
で
流

山
市
内
に
土
地
な
ど
固
定
資
産

を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

▽
縦
覧
期
間
＝
３
月
１
日
�

〜
20
日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
縦
覧
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17

時
▽
縦
覧
で
き
る
方
＝
①
固
定

資
産
の
所
有
者
②
納
税
管
理
人

③
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
た

方
（
委
任
状
が
必
要
）
※
い
ず

れ
も
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

が
必
要

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
４

市
内
で
ひ
っ
た
く
り
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
と
し
一
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
四
日
ま

で
の
間
だ
け
で
も
、
十
六
件
の
ひ
っ
た
く
り
事

件
が
起
き
て
い
ま
す
。

後
ろ
か
ら
ミ
ニ
バ
イ
ク
等
で
近
づ
き
、
自
転

車
の
前
か
ご
に
入
れ
た
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
ち
去

る
な
ど
の
手
口
で
、
特
に
五
十
〜
六
十
歳
代
の

女
性
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
①
暗
い
道
を
避

け
、
遠
回
り
で
も
明
る
い
道
を
選
ぶ
②
夜
間
無

灯
火
の
バ
イ
ク
や
自
転
車
が
近
づ
い
て
き
た
ら

注
意
③
車
道
側
に
バ
ッ
グ
を
持
っ
た
り
肩
に
掛

け
た
り
し
な
い
④
現
金
自
動
支
払
機
か
ら
現
金

を
引
き
出
し
た
り
、
持
ち
歩
く
と
き
は
注
意
⑤

防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を
携
帯
す
る
⑥
自
転
車
の
か

ご
に
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
や
カ
バ
ー
を
付

け
る
―
―
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
８
／

流
山
警
察
署
�
７
１
５
９
―

０
１
１
０

流
山
市
と
柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼

南
町
の
三
市
一
町
で
構
成
す
る
東
葛

中
部
地
区
総
合
開
発
事
務
組
合
が
運

営
し
て
い
る
「
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏

斎
場
」
の
使
用
料
金
等
が
四
月
一
日

か
ら
改
定
に
な
り
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
に
火
葬
場
が
建

設
さ
れ
て
以
来
、
四
十
年
近
く
火

葬
料
金
が
据
え
置
か
れ
る
な
ど
し

て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
に
適
切

な
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

下
表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

な
お
、
三
市
一
町
に
在
住
の
方

が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以

外
に
住
む
方
に
比
べ
、
低
料
金
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
公
共
施
設

で
す
の
で
一
切
の
心
づ
け
は
不
要

で
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事

務
組
合
�
７
１
６
４
―

５
２
５
１

原
動
機
付
き
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車

（
耕
運
機
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
）
な
ど
を
人

に
譲
っ
た
り
、
処
分
し
た
り
、
盗
難
に
遭
っ

た
り
し
て
所
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、
名
義

変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま

で
も
「
軽
自
動
車
税
」
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

課
税
は
、
四
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況
に

よ
っ
て
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
す
る
場

合
は
、
三
月
中
に
済
ま
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
廃
車
の
手
続
き
に

は
①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
②
標
識
交
付
証

明
書
③
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
】

▽
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
バ
イ
ク
な
ど
（
１

２
５

ま
で
の
バ
イ
ク
・
小
型
特
殊
自
動

車
）
＝
市
役
所
市
民
税
課
�
７
１
５
０
―

６

０
７
３
▽
１
２
５

を
超
え
る
バ
イ
ク
＝
千

葉
陸
運
支
局
野
田
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
�
７
１
２
１
―

０
１
１
１
▽
軽
４
輪
自
動

車
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会
千
葉
事
務
所
野
田

支
所
�
７
１
２
０
―

２
０
２
０

一
茶
双
樹
記
念
館
で
コ
ン
サ
ー
ト

懐
か
し
い
歌
の
数
々
を
・・・

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

こ
の
機
会
に
評
価
額
な
ど
確
認
を

原付バイクなどの廃車手続き

3月中に手続きしないと課税対象に

流山のさまざまな風景を一堂に
講座受講生の作品を展示

テロやゲリラ事件を未然に防止

捜査にご協力を

市内の風景を描く講座受講生

ウイングホール柏斎場

コンサートの行われる数寄屋風書院造りの双樹亭

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場

他
人
ご
と
で
は 

　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
！ 

ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心

4
月
1
日
か
ら

使
用
料
金
等
が
改
定
に

　改定後の料金表 

火葬（15歳以上） 
火葬（15歳未満） 
式場（大） 
式場（小） 
霊柩車（宮型） 
霊柩車（小型・中型） 

３市１町に在住の方 ３市１町以外に在住の方 
2,000円 70,000円 
1,000円 35,000円 
70,000円 120,000円 
50,000円 80,000円 
6,000円 
4,000円 8,000円 

（５） 平成14年３月１日（金曜日） 第１０１３号



時 局 講 演 会

平成14年３月１日（金曜日） （６）第１０１３号

★印のあるものは市主催のものです 

市民ギャラリー 
今月の展示 今月の展示 講

座
・
講
演

【
四
季
の
花
々
展
（
４
日
�
〜
８
日
�
）】

「
早
春
賦
」
を
テ
ー
マ
に
市
文
化
協
会
華
道
部
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

【
写
真
展
（
１
日
�
〜
29
日
�
）】

風
景
、
花
を
中
心
に
市
文
化
協
会
写
真
部
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料
理

講
座▽

日
時
＝
３
月
12
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
／
20
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
あ
さ
り
の
炊
き
込
み
ご
飯
、

ほ
う
れ
ん
草
と
シ
メ
ジ
の
煮
び
た

し
、
根
菜
汁
な
ど
季
節
を
楽
し
む

料
理
▽
参
加
費
＝
７
０
０
円
（
材

料
費
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
布
▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８
�
７

１
５
３
―

３
４
３
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

▽
日
時
＝
３
月
14
日
�
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
市
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
お
よ
び
関
心
の

あ
る
方
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
と
共

に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
▽
講

師
＝
柏
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課

職
員
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
社
会

福
祉
協
議
会
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

□問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�

７
１
５
９
―

４
９
３
９

★
流
域
下
水
道
（
江
戸
川
左

岸
・
手
賀
沼
）
事
業
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
野
田
幹
線
お
よ
び
事

業
年
度
の
変
更
な
ど
▽
期
間
＝
事

業
完
了
の
日
ま
で
（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
▽
場
所
＝
下
水
道

業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
７
１
５
０

―

６
０
９
６

第
８
回
３
Ｏ
Ｎ
３
大
会
（
市
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
）

▽
日
時
＝
３
月
17
日
�
９
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
北
部
中

学
校
体
育
館
▽
対
象
＝
中
・
高
校

生
チ
ー
ム
（
３
〜
５
人
１
組
、
男

女
別
）
▽
定
員
＝
20
チ
ー
ム
（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
タ
オ
ル
、
水
筒
、
体
育
館
履

き
、
運
動
し
や
す
い
服
装
▽
申
し

込
み
＝
３
月
13
日
ま
で
に
電
話
で

青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

★
臨
時
職
員
（
保
健
師
、
看
護

師
）
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
各
種
健
（
検
）

診
、
教
育
、
相
談
事
業
▽
勤
務
場

所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
応
募
資

格
＝
保
健
師
・
看
護
師
の
資
格
を

持
つ
方
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

★
臨
時
職
員
（
看
護
師
）
登
録

者
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
児
童
・
生
徒
の

結
核
健
康
診
断
時
の
予
防
接
種
業

務
▽
勤
務
場
所
＝
市
内
各
小
・
中

学
校
▽
勤
務
日
＝
４
月
１
日
〜
７

月
31
日
の
月
〜
金
曜
（
毎
日
で
な

く
て
も
可
）
▽
勤
務
時
間
＝
12
時

〜
16
時
▽
応
募
資
格
＝
看
護
師
の

資
格
を
持
つ
方
▽
賃
金
＝
４
時
間

で
４
７
２
０
円
（
交
通
費
込
み
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
４

学
童
保
育
所
の
指
導
員
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
江
戸
川
台
小
学

校
お
よ
び
西
初
石
小
学
校
の
１
〜

３
年
生
の
放
課
後
の
保
育
▽
勤
務

場
所
＝
江
戸
川
台
子
ど
も
ル
ー
ム

（
江
戸
川
台
東
３
丁
目
）
▽
勤
務
時

間
＝
平
日
13
時
〜
18
時
30
分
、
土

曜
10
時
〜
18
時
30
分
▽
時
間
給
＝

９
０
０
円
※
申
し
込
み
等
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
７
１

５
９
―

４
７
３
５

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
＝
３
月
６
日
�
10
時
30

分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
江
戸
川

台
福
祉
会
館
▽
内
容
＝
福
祉
会
館

利
用
者
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
の

発
表
、
作
品
の
展
示
な
ど
※
当
日

は
入
場
自
由

□問
江
戸
川
台
福
祉
会
館
�
７
１

５
４
―

３
０
２
６

★
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ

ブ
の
会
員
を
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

は
、
子
ど
も
会
の
事
業
活
動
を
手

助
け
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。

子
ど
も
会
で
の
お
楽
し
み
会
や

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
ゲ
ー
ム
指
導
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ス
内

で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
で
き

る
小
学
校
六
年
生
以
上
の
小
・
中

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

縦
　
覧

資
格
・
求
人

大
会
・
試
合

そ
の
他

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

は
つ
ら
つ
ス
ク
エ
ア

▽
日
時
＝
３
月
17
日
�
11
時
20

分
〜
16
時
▽
場
所
＝
県
労
働
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）
▽
内

容
＝
広
げ
よ
う
仲
間
づ
く
り
の
輪

を
テ
ー
マ
に
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ

が
行
う
発
表
・
展
示
ほ
か
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

□問
�
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財

団
�
０
４
３
―

２
２
１
―

７
４
４
８

松
戸
栄
暮
ら
し
の
無
料
相
談

▽
内
容
／
日
程
＝
①
介
護
相

談
／
４
月
８
日
�
・
22
日
�
②
税

務
相
談
／
４
月
２
日
�
・
16
日
�

③
年
金
相
談
／
４
月
11
日
�
・
25

日
�
④
法
律
相
談
／
４
月
９
日

�
･
19
日
�
・
23
日
�
⑤
資
産
形

成
／
４
月
３
日
�
・
４
日
�
・
12

日
�
・
13
日
�
・
17
日
�
・
18
日

�
・
26
日
�
・
27
日
�
・
30
日
�

▽
時
間
＝
各
相
談
…
10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談

セ
ン
タ
ー
（
松
戸
栄
郵
便
局
）
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
松
戸
栄
暮
ら

し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

□問
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
�
０
４
７
―

３
６
０
―

６
６

１
２

ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
「
水
戸
街
道

〜
松
戸
か
ら
我
孫
子
へ
〜
」

▽
日
時
＝
３
月
23
日
�
13
時
30

分
、
14
時
40
分
の
２
回
上
映
▽
場

所
＝
県
立
関
宿
城
博
物
館
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

□問
県
立
関
宿
城
博
物
館
�
７
１

９
６
―

１
４
０
０

〈
敬
称
略
〉

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

▽
杉
崎
重
和
（
平
和
台
１
丁

目
）
＝
七
千
九
百
十
九
円
▽
流
山

市
役
所
職
員
組
合
事
務
所
＝
一
千

二
百
五
十
二
円
▽
ジ
・
ア
ー
リ
ー

プ
ラ
ン
ツ
＝
二
万
円

【
地
域
福
祉
基
金
へ
】

▽
名
陶
会
＝
十
万
円
▽
国
連
支

援
交
流
協
会
流
山
支
部

愛
ｐ
ｅ

ａ
ｃ
ｅ
事
務
局
＝
一
万
円
▽
京
和

ガ
ス
	
＝
三
十
九
万
三
千
百
八
十

一
円
▽
流
山
市
仏
教
青
年
会
＝
一

万
四
百
九
十
二
円
▽
田
中
通
夫

（
南
流
山
４
丁
目
）
＝
二
千
円
▽
コ

ス
モ
ス
会
＝
一
万
円

【
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
へ
】

▽


日
本
警
察
犬
協
会
北
千
葉

支
部
＝
三
万
円
▽
白
扇
会
＝
七
千

五
百
九
十
二
円

【
育
英
資
金
給
付
基
金
へ
】

▽
�
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
＝
十

万
円

【
老
人
福
祉
の
た
め
】

▽
蓮
見
ひ
さ
（
東
深
井
）
＝
レ

ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
一
式

乳幼児期の子どもを持つ方の
出会いと交流の場

子育てサロン
日　時　３月８日�10時30分～12時

テーマ　親子であそぼう　わらべうた

内　容　流山おやこ劇場幼児の会で、わらべう

たを伝えている田中丸宏美さんを招い

て数々のわらべうたを紹介します

□問文化会館�7158－３４６２

交通事故
誰にと

っても交通事故は悲劇のはじまり
「交通安全県ちば」の

確立を目指して・・・

｢千葉県交通安全条例｣を制定

この条例の目指すものは、家庭や地域で

子どもたちを守るための教育やお年寄りの

安全な通行への配慮など、県民一人ひとり

が交通安全活動の主役ととらえています。

県は、市や警察と協力して、県民の皆さん

の活動を支援します。

□問県交通安全対策課�０４３－２２３－

２２５７

時 局 講 演 会

「日本企業の国際化」をテーマに、時局講演

会（市・市商工会主催）を今月22日に市商工会

館で開催します。

この講演会は、市内の事業経営者の研修の場

として開かれるものですが、一般の方も聴講す

ることができます。

▽日時＝３月22日�15時30分～▽場所＝市商

工会館▽対象／定員＝事業経営者および市民／

150人(先着順)▽内容＝講演

「日本企業の国際化」▽講

師＝茂木友三郎さん（キッ

コーマン株式会社代表取締

役社長）▽参加費＝無料▽

申し込み＝電話で市商工会

へ

□問市商工会�7158―６１
１１講師の茂木友三郎さん

テーマは「日本企業の国際化」
講師にキッコーマン社長茂木さんを迎えて

児童館・センター
開催時間や申し込み方法などの

詳細は、各児童館・児童センターへ

お問い合わせください

今 月 の 催 し 物

【
子
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ

ル
】▽

日
時
＝
４
月
13
日
�
９

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
市
民
総
合
体
育
館
▽
内

容
（
対
象
／
申
し
込
み
）
＝

①
午
前
…
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
（
小
学
生
10
人
１
組
／
電

話
で
各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
※

先
着
順
）
②
午
後
…
親
子
ふ

れ
あ
い
遊
び
（
幼
児
／
電
話

で
各
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー

へ
）、
遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
市

民
／
当
日
直
接
会
場
へ
）
※

詳
細
は
各
児
童
館
・
セ
ン
タ

ー
に
問
い
合
わ
せ
を

【
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
（
江
戸
川
台
・
駒

木
台
・
十
太
夫
児
童
セ
ン
タ

ー
合
同
行
事
）】

▽
日
時
＝
３
月
26
日
�
９

時
15
分
〜
15
時
10
分
▽
場

所
＝
江
戸
川
台
小
学
校
※
雨

天
時
は
江
戸
川
台
児
童
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
小
学

生
／
各
セ
ン
タ
ー
20
人
（
先

着
順
）
▽
持
ち
物
＝
弁
当
、

水
筒
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、

タ
オ
ル
▽
申
し
込
み
＝
直
接

各
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

□問

駒 木 台 児 童 館
�7154－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

３／28�
江戸川台児童センター
�7154－３０２６

向小金児童センター
�7173－９３２０

思井児童センター
�7159－５６６６

十太夫児童センター
�7154－５２５４

野々下児童センター
�7145－９５００

赤城児童センター
�7158－４５４５

缶蹴りと焼き芋大会

春のウオークラリー大会

３／16�
３／29�

マンカラ大会
ビデオ鑑賞会

３／16� 宝探し

ドッジボール大会

３／19�
～23�

ラクラククラフト

３／16� ドッジボール大会

３／26�

３／９�

善
　
意
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【
相
談
内
容
】

知
り
合
い
の
娘
さ
ん
が
会
社
に
就

職
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
に
身
元
保

証
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま

し
た
。
保
証
人
に
な
る
と
ど
ん
な
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

身
元
保
証
は
、
雇
わ
れ
て
い
る
人

が
、
雇
っ
て
い
る
人
に
損
害
を
与
え

た
と
き
、
本
人
に
代
っ
て
弁
償
す
る

こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
で
す
。

晴
れ
て
就
職
し
た
娘
さ
ん
の
身
元

保
証
人
を
頼
ま
れ
て
、
万
一
を
考
え

て
断
る
と
い
う
の
も
何
と
も
不
人
情

の
よ
う
で
、
頼
ま
れ
れ
ば
簡
単
に
引

き
受
け
る
の
が
身
元
保
証
の
実
情
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
情
に
あ
る
身
元
保
証

人
に
、
重
い
責
任
を
持
た
せ
て
は
気

の
毒
な
の
で
、「
身
元
保
証
ニ
関
ス

ル
法
律
」
に
よ
っ
て
、
身
元
保
証
人

の
責
任
を
通
常
の
保
証
人
の
場
合
よ

り
軽
く
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
つ
ま
で
身
元
保
証

人
と
な
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
法

律
に
よ
る
と
、
そ
の
期
間
は
五
年
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
五
年
間
は
身
元
保
証
人

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、

人
間
は
年
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
ま

た
そ
の
環
境
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て

い
く
も
の
で
、
そ
の
変
わ
っ
て
い
く

人
間
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
と
、
身
元
保
証
人
に
と
っ
て

酷
な
話
で
す
。

そ
こ
で
、
法
律
で
は
使
用
者
は
雇

わ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
①
業
務

上
不
適
任
ま
た
は
不
誠
実
な
こ
と
が

あ
っ
て
、
保
証
責
任
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
②
任

務
ま
た
は
任
地
を
変
更
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
保
証
責
任
が
加
重
、
ま
た
は

監
督
が
困
難
に
な
る
と
き
に
は
保
証

人
に
通
知
す
る
義
務
が
あ
り
、
身
元

保
証
人
は
通
知
を
受
け
、
ま
た
は
自

分
自
身
こ
れ
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
身
元
保
証
契
約
を
解
除
で
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
任
地
が
変
わ
れ
ば
、

使
用
者
の
通
知
義
務
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
怠
っ
た
場
合

に
は
、た
と
え
損
害
が
発
生
し
て
も
、

そ
の
賠
償
を
身
元
保
証
人
に
請
求
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
任
地
変
更

に
よ
っ
て
、
保
証
債
務
加
重
や
監
督

困
難
が
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
会
社

に
通
知
し
て
身
元
保
証
契
約
を
将
来

に
向
か
っ
て
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

消費生活センター 
�58-0999
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押し花サークル｢ひまわり｣・南流山押し花サー
クル合同展＝３月８日�～21日�10時～17時、森
のアトリエ黎明。入場無料□問山田�7155－１６３
１
ザ６０・唐やんコーラスフェスティバル（混声
合唱団フォンテほか主催）＝３月９日�13時30分
～15時30分、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入
場無料□問岡野�7152－３０３０
第７回ぐるーぷ彩展（新彩会･一彩会主催）＝３
月12日�～17日�10時～17時（12日は13時から、
17日は15時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。
入場無料□問矢嶋�7154－５９４８
｢海外渡航安全情報とこれからの海外留学･生活」
セミナー（NPO法人ＪＣＣ異文化交流協会主
催）＝３月30日�13時30分～16時30分、千葉市文
化センター（千葉市）。入場無料、要電話予約□問

NPO法人ＪＣＣ異文化交流協会�０１２０－９１
９－５５９
２級ホームヘルパー養成講座（NPO法人きずな
主催）＝４～８月の毎週土曜９時～17時、東葛病
院ほか。参加費70000円。募集期間は３月15日まで、
レポート選考□問東葛病院介護関連事業部�7159－
１０７７
古典芸能無料講座（登吟会主催）＝①謡曲・仕
舞…月３回月曜10時～12時、第１コミュニティホ
ーム･月２回火曜13時～15時、主に野々下福祉会館
②詩吟…月３回土曜13時～15時30分、第２コミュ
ニティホーム･月3回月曜13時～15時30分、第１コ
ミュニティホーム③詩舞…月３回月曜午前中、第
１コミュニティホーム。いずれも３月から６月ま
で開催□問齋藤�7145－５２２６

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�7150－６０６３

市民相談室
�7158-1616

野 　 田 　 市
生涯学習講演会
▽日時＝３月９日�13時～15時▽場所＝欅のホ
ール▽講師＝泉アキさん（タレント）▽演題＝｢泉
アキのトーキングエッセイ～仕事も遊びも子育て
もパワー全開！素敵に生きる秘訣教えます～」▽
入場料＝無料
□問野田市社会教育課�7125－１１１１（内線２
６５３）

松 　 戸 　 市
「松岡壽とその時代」展
▽期間＝３月２日�～４月７日�※月曜休館▽
時間＝９時30分～17時（入館は16時30分まで）▽
場所＝戸定歴史館▽入場料＝一般300円、高校・大
学生200円、小・中学生100円
□問松戸市社会教育課�０４７－３６６－７４６２

身
元
保
証
人
に
な
る
と
ど
ん
な
責
任
が
？

カイテキ・サークル（卓球）＝毎週火曜12時30
分～14時30分、勤労青少年ホーム□問鷲尾�7145－
３３３８
玉藻（ペン習字、書道）＝第２･４水曜1３時～
14時30分、南流山センター□問田村�7159－３９０
２
すずらん会（社交ダンス）＝毎週土曜19時～21
時、東部公民館□問秋山�7153－４６７９
流山フィルハーモニー交響楽団＝毎週日曜1４時
～17時･17時～20時、森の図書館□問橘�7154－６８
３０
マイフォート（写真）＝第２金曜19時～21時、

南流山センター□問小野�7159－２４４１
ストレッチ＆シェイプアップリズム体操＝毎週
火曜10時～11時30分、初石公民館□問小泉�7152－
５８２０
火曜会（男の料理）＝第１･３火曜10時～13時、
北部公民館□問柏瀬�7153－４７５５
さつき会（社交ダンス）＝毎週金曜19時～21時、
初石公民館□問大島�7154－３８６３
安来節教室（どじょうすくい踊り）＝第２･４火
曜1８時30分～20時30分、南流山センター□問山澤�
7158－１５３７
流山社交ダンス友の会＝毎週水曜19時～21時、

北部公民館□問田中�7143－５１７３（夜間）
清和会（ペン習字）＝毎週月曜10時～12時、第2
コミュニティホーム□問伊藤�7144－５７２３
月影会（日本画）＝第１･３火曜13時30分～16時、
中央公民館□問小森�7153－３９７１
潮音流山歌会（短歌）＝第３木曜13時～16時30
分、初石公民館□問鈴木�7159－０１１２
ゴムバンド運動＝第４金曜13時～15時、第３コ
ミュニティホーム□問鶴岡�7159－５９９８
花の会（フラワーデザイン）＝第３火曜10時～
11時30分、南流山センター□問岡本�7150－００５
４
雅会（新舞踊）＝月4回火曜または金曜13時～15
時30分、主に東深井福祉会館□問泉田�7152－１４
７３
江戸川台バトミントンクラブ＝毎週火曜９時
～13時、市民総合体育館□問宮崎�7153－０００４

このコーナーは、
近くのまちで行わ
れる催し物の情報
を皆さんにお知ら
せするため、毎月
掲載しています。
近くまで出かけ

たときなどに「ぶ
らっ」と立ち寄っ
てみてはいかがで
すか。

立
春
や
輪
ゴ
ム
の
取
れ
し
鬼
の
面
　
　
富
士
見
台

後
閑
　
達
雄

飄
々
と
風
を
友
と
し
大
根
引
　
　
　
　
松
　
ケ
　
丘

皆
川
　
春
安

水
仙
の
一
大
斜
面
な
す
岬
　
　
　
　
　
向
　
小
　
金

関
口
　
條
山

欄
の
丹
に
色
に
じ
む
霜
の
花
　
　
　
　
　

西
　
初
　
石

斉
藤
登
志
子

母
卒
寿
四
温
日
和
に
微
笑
か
な
　
　
　
松
　
ケ
　
丘

瀬
下
　
猛
男

【
評
】
一
句
目
　
立
春
・
鬼
の
面
と
あ
れ
ば
思
い
浮
か
ぶ
の
は
節
分
の
豆

ま
き
で
あ
る
。
平
安
の
頃
か
ら
悪
疫
払
い
の
行
事
と
し
て
知
ら
れ
、
輪
ゴ

ム
の
取
れ
た
鬼
の
面
が
微
苦
笑
を
誘
う
。
二
句
目
　
大
根
を
引
く
頃
の
重

い
風
の
状
況
が
彷
彿
と
し
て
、
風
を
友
と
し
た
飄
々
た
る
姿
に
思
い
を
馳

す
。
三
句
目
　
水
仙
の
群
落
地
と
し
て
は
伊
豆
下
田
、
越
前
海
岸
が
有
名

で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
大
景
。
潮
の
香
り
と
水
仙
の
香
り
の
織
り
な
す
風

情
は
格
別
な
親
し
み
を
心
に
刻
む
。
四
句
目
　
欄
は
お
ば
し
ま
と
読
み
欄

干
の
こ
と
。
霜
の
花
が
丹
ぬ
り
の
欄
干
に
色
を
添
え
て
厳
し
い
宮
居
の
あ

る
姿
を
伝
え
る
。
し
か
し
美
し
い
風
情
で
あ
る
。
五
句
目
　
卒
寿
は
人
生

こ
れ
か
ら
の
姿
。
四
温
日
和
に
誘
わ
れ
て
戸
外
で
微
笑
む
母
と
あ
れ
ば
こ

れ
に
勝
る
幸
せ
は
な
い
。

梅
林
の
若
葉
芽
吹
き
て
い
っ
せ
い
に
青
空
へ
向
き
萌
え
黄
色
立
つ

若
　
葉
　
台
　
中
沢
き
ぬ
こ

紙
び
な
を
折
り
て
飾
り
し
雛
節
句
祖
母
に
こ
や
か
に
待
ち
侘
び
お
り
ぬ

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

絶
体
に
あ
る
は
ず
の
な
い
転
ぶ
事
故
思
う
壺
な
る
か
手
の
ギ
ブ
ス
の
包
帯

前
　
ケ
　
崎
　
池
田
　
き
み

【
評
】
中
沢
氏
　
凛
然
と
芳
香
を
放
ち
な
が
ら
、
葉
に
先
駆
け
て
咲
き
ほ
こ
っ
た
梅

の
花
も
、
季
に
移
ろ
い
、
瑞
々
し
い
若
葉
の
一
本
ひ
と
も
と
が
、
早
春
の
梅
林
を
彩

る
。
葉
の
萌
え
黄
色
に
焦
点
を
当
て
、
結
句
の
「
立
つ
」
に
力
強
い
生
命
力
の
単
純

化
が
効
い
て
い
る
。
森
口
氏
　
「
紙
び
な
」
の
即
物
表
出
は
、
素
朴
で
温
か
い
手
わ

ざ
を
感
じ
さ
せ
、
背
景
の
祖
母
の
ま
ろ
や
か
な
喜
び
が
快
よ
い
。
く
っ
き
り
し
た
印

象
の
光
景
を
簡
潔
に
詠
ん
で
お
手
柄
。
池
田
氏
　
歌
い
出
し
の
特
殊
な
も
の
の
見
方
、

上
の
句
で
心
を
表
現
し
、
下
句
で
「
ギ
ブ
ス
の
包
帯
」
の
具
体
的
な
行
為
が
眼
目
で

あ
る
、
自
分
を
も
う
一
人
の
自
分
が
見
つ
め
「
事
故
」
へ
の
正
直
な
イ
ン
パ
ク
ト
が

把
握
さ
れ
た
。

君
に
　
ほ
ほ
え
み
が
え
し
を

美
原
　
森
口
　
杏

春
の
花
々
が

咲
き
乱
れ
る
野
原
で

白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て

白
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

ル
ノ
ア
ー
ル
絵
に
い
る

少
女
の
よ
う
な
君
は

ま
る
で
　
風
に
吹
か
れ
る
羽

風
と
戯
れ
る
リ
ボ
ン
の
よ
う
だ

い
つ
も
　
ぼ
く
の
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に

た
く
さ
ん
の
微
笑
み
を
く
れ
る

だ
か
ら
　
ぼ
く
も

君
の
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

た
く
さ
ん
の
ほ
ほ
え
み
を
か
え
し
て
あ
げ
よ
う

【評】充実した生命感が絵画のような情景から浮かび

上がってきます。滑らかな言い回しで一種の雰囲気

が創りだされているのも魅力。〈君とぼく〉は様々な

君とぼくに置き換えられるでしょう。胸のポケット

は〈心の中〉を現しています。

�今月をもって担当を終わらせていただきます。長

い間ご協力有り難うございました。

我 孫 子 市
平井美佐子遺作展～木霊（こだま）～
▽期間=３月８日�～11日�▽時間＝10時～17時
▽場所=市民プラザ▽入場料＝無料
□問我孫子市文化課�7185－１１５１

□問



地域の話題を 
おしえてください 

流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

平成14年３月１日（金曜日） （８）第１０１３号

「広報ながれやま」は 
古紙配合率100％再生紙を 
使用しています 

親

子

で

学

ぶ

授

業

参

観

鰭
ケ
崎
小
で
応
急
手
当
て
の
講
習
会

「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
に
こ
だ

わ
る
よ
り
も
、「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
尊

重
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
社
会
が

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
で
す
。
市
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
ど
の
よ

う
な
意
義
を
持
つ
の
か
を
考
え
て
も
ら

お
う
と
、
市
内
二
会
場
で
春
休
み
ビ
デ

オ
上
映
会
を
開
き
ま
す
。

上
映
す
る
ビ
デ
オ
は
、「
翔
太
の
あ
し

た
」。
こ
の
物
語
は
、
学
校
や
職
場
、
家

庭
で
交
わ
さ
れ
る
何
気
な
い
会
話
や
生

き
方
を
描
く
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
認
め
、
共
に
生
き
る
社
会
を
築

く
た
め
に
何
が
大
切
な
の
か
を
考
え
さ

せ
る
作
品
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
友
達

の
こ
と
や
働
く
こ
と
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
�
３
月
23
日
�
13
時
30
分

〜
14
時
30
分
�
３
月
26
日
�
10
時
〜
11

時
▽
場
所
＝
�
森
の
図
書
館
�
文
化
会

館
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
い

ず
れ
も
当
日
直
接
会
場
へ

□問
企
画
調
整
課
�
７
１
５
０
―
６
０

６
４

子どもたちがうどん作りなどに挑戦
手 打 ち の 味 に ご 満 悦

二
月
九
日
、
東
部
公
民
館
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
二
十
人
が
、「
う

ど
ん
」
と
「
水
餃
子
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
麺
打
ち
や
餃
子

の
皮
作
り
か
ら
す
べ
て
自
分
た
ち
で
行
お
う
と
、
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
の

主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
麺
打
ち
な
ど

の
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
で
も
、
う
ど
ん
の
生
地
を
同
じ
太
さ
に
切
る
の
は

難
し
い
ら
し
く
、
細
い
も
の
か
ら
太
い
も
の
ま
で

個
性
豊
か
な
「
う
ど
ん
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

熱
々
に
ゆ
で
上
が
っ
た
う
ど
ん
や
水
餃
子
を
ほ
お

ば
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
と
て
も
満
足
そ
う
で

し
た
。

「骨折をしたときなど、適切な処置ができるように」と、２月
15日、鰭ケ崎小学校で応急手当ての講習会が行われました。こ
れは、消防署南分署の協力で、４年生の授業参観の時間に行わ

れたもので、ダンボールを添え木に利用した骨折の応急処
置法や約170センチメートルの竹と毛布を使った簡
易担架の作り方を学びました。自分たちで作った
担架で友達を運ぶ姿は、本番さながら。お母さ
ん方も参加し、親子で学習できた授業参観とな
りました。

和 や か な 雰 囲 気 の 中
リハビリをしながら作品作り

「
イ
チ
、
ニ
ッ
、
サ
ン
…
」
と
、
元
気
の
よ
い
掛
け
声
の
準
備
体
操

で
ス
タ
ー
ト
し
た
リ
ハ
ビ
リ
教
室
。
こ
の
教
室
は
、
毎
月
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
病
気
や
加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
日
常
の
動
作
訓
練
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の
日
、
参
加
者
は
、
展
示
会
に
出
品
す
る
「
壁
飾

り
」
な
ど
の
作
品
作
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
神
経
を

集
中
さ
せ
、
指
先
を
使
っ
た
細
か
い
作
業
を
し
な
が
ら
も
、
会
話
も

弾
む
和
や
か
な
雰
囲
気
で
作
業
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
展
示

会
は
、
今
月
五
日
ま
で
流
山
郵
便
局
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

平成13年度に行った発掘調査の結果を紹介する「発
掘調査速報展」が2月27日まで市役所市民ギャラリー
で開かれました。三輪野山遺跡群とつくばエクスプレ
ス関連遺跡の６遺跡から出土した石器や土器、耳飾り
など115点が展示され、市役所を訪れた市民は、祭祀
などに使われた勾玉（まがたま）やヒスイの装飾品な
どを興味深く見ながら、遠い昔に思いをはせていまし
た。

遠

い

昔

に

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

発
掘
調
査
速
報
展
に
耳
飾
り
な
ど
115
点

申 し 込 み

問い合わせ

日 　 　 程
コ ー ス
【１日目】

【２日目】

定 　 　 員

申 込 締 切
企 　 　 画
後 　 　 援
主 　 　 催

４月20日�～21日�

文化会館（7:00) －東部公民館（7:20) －南流山
センター（7:40)－江戸川台駅西口千葉銀行前
（8:00)－三春滝桜（花見・昼食）－原町市立
博物館（見学）－相馬ユートピア（泊）
相馬ユートピア －夜ノ森公園（花見）－ 小
名浜（昼食・買い物）－流山　　　　　　　　
35人（最少催行人員）
※３人以上のご家族・グループの場合は、
１室ご利用になれます。ただし、申し
込み状況により変更になる場合あり。
２人１室をご希望の方は相談を

４月５日�※定員になり次第締め切り
（株)流山相馬ふるさと振興公社
流山市
東急観光(国土交通大臣登録旅行業第38号)  

＊料金（税込み、1泊3食）

市
　
民

60歳以上
60歳未満
中学生以下

15,500円
16,000円
14,600円

市
　
外

大　人

中学生以下

17,000円

15,100円

新企
画 ユートピアゴルフプラン 

お勧めの２コースを設定 
流山市民の方はさらに 
利用料金が割り引きに！ 

相馬ユートピアでは、ユートピアに 
泊まってゴルフを楽しむ｢ゴルフプ 
ランを始めました。利用料金も通常 
のプランより大変格安となっていま 
す。これからの新緑の季節に皆さ 
んでご利用ください。 

申 し 込 み
問い合わせ コミュニティ課�7150－６０７６

鹿島カントリー倶楽部
（相馬ユートピアから車で20分）

天明カントリークラブ
（相馬ユートピアから車で30分）

＊利用料金
平　　日　　　14,590円
土・日・祝日　18,590円

＊利用料金に含まれるもの
・宿泊料金：１泊２食（税込み）※追加料理、飲み物代

金等は別料金
・ゴルフ料金：１ラウンドのグリーンフィー、利用税、諸

経費※昼食代、売店利用代等は別料金
＊割り引きのお知らせ
流山市民の方は、上記の利用料金から60歳以上1,500円、
60歳未満1,000円の割り引きがあります。

＊利用料金
平　　日　　　14,000円
土・日・祝日　18,000円
※季節、曜日により料金変更あり

「
翔
太
の
あ
し
た
」を
通
じ

個
性
の
大
切
さ
を
再
確
認

春 休 み
ビデオ上映会

桜の花と自慢の料理でおもてなし

東北お花見ツアー　参加された方全員にもれなく２つの特典付き
「相馬特選おみやげ品」と「夕食時ビール１本またはジュース２本」

～バスで行く相馬ユートピア～

電話で東急観光柏支店へ�7163－１６３１

コミュニティ課�7150－６０７６


